
基本⽬標 3 みんなが活き活きと働くまち 

 

現 状 施 策 

課 題 

政策 8 
 

 若者が希望を持てる 
農林⽔産業のまちをつくる 

 

 

農林⽔産業に関する政策 

 

意欲ある農林漁業者の新たな取組みや経営基盤の強化を⽀援し、農林⽔産業
の振興を図ります。 

また、農地・農村環境を適正に保全し、豊かな農林⽔産業を将来につなげます。 
  

 

 

 

  近年、米、木材、魚など農林水産物の価格低迷により、農林水産業を取り巻く環境は厳しさを増しています。 

また、農林水産業従事者の高齢化が進み、継続的で安定的な経営に大きな影響をもたらしています。 

今後、TPPの締結により、国内産品の価格下落が懸念されるなど、これまで以上に厳しい環境にさらされること

が想定されます。 

  農山漁村地域では、過疎化の進展により耕作放棄地の増加が懸念され、加えて鳥獣被害も深刻な状況とな

っており、今後、農地の保全のほか、水源の涵養、自然環境の保全など、農山村が有する多面的機能が失われ

る恐れがあります。 

 

 

 

 

① 農業所得向上のため、園芸導入による複合経営への転換。若者や女性の担い手の育成と確保 

② 適正な森林整備とコスト削減による林業経営の安定化、つくり育てる漁業を支える水産業の基盤整備 

③ 消費者目線での農産物づくりや、6 次産業化などによる農林水産業所得の向上 

④ 農地の多面的機能の保全と、鳥獣被害の軽減 

 

 

 

（仮データ） 

 

 

   

 

 

① 稲作の強化と園芸の推進により、農業経営の複合化を図る 

・ほ場の適正管理や農地の集積・集約化により、米生産コストの縮減を図り、稲作農業の基盤を強化しま

す。 

・園芸の生産拡大を推進し、稲作と園芸を組み合わせた農業経営の複合化を進めます。 

・意欲ある若者や女性などの就農を促進するため、就農初期の経営基盤の安定化を図ります。 

② 伐って守る林業とつくり育てる水産業を振興する 

・森林の多面的機能を発揮し、資源の循環利用を図るため、森林を適切に手入れするとともに、木材の

有効活用を推進します。 

・つくり育てる漁業を推進し、水産資源の保全を図り、漁獲量の向上に取り組みます。 

③ 市内産農産物の需要を拡大する 

・生産意欲や所得の向上につながるビジネスモデルを構築し、農林水産物のブランド化と６次産業化を推

進します。 

・福井米の消費拡大や学校給食で市内産農産物の使用を拡大するなど、地産地消による食育の推進を

図ります。 

・農林水産物の情報発信や首都圏での商談会、物産展を開催し、農林水産物の販路拡大を図ります。  

・消費者の食の安全・安心に対する意識に応えるため、新鮮な食品の安定供給を図ります。 

④ 農山漁村の生活環境を守る 

・農地の多面的機能の保全や、農林水産業の生産基盤の整備・保全により、農山漁村の生活・生産環境

を保持します。 

・市民に自然とふれあう場を提供し、農林水産業への理解や関心を深めます。 

・農産物への鳥獣被害を軽減するため、有害鳥獣対策を推進します。 
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                                  基本⽬標 3 みんなが活き活きと働くまち 

 

現 状 
施 策 

課 題 

政策 9     
 

活⼒と魅⼒あふれる商⼯業が 
発展しつづけるまちをつくる 

 

 

 

 

 

 

 国内企業の 98.8％を占める中小企業は、経済の基盤を支え、わが国の成長や発展の原動力となってい

ます。 

本市においても、99.4％を占める中小企業は本市産業の中核を担う存在であり、地域経済を活性化さ

せるには、中小企業が技術開発や販路開拓に積極的に取り組むことのできる環境や、地域生活を支える商

業の発展が重要です。 

また、わが国全体の人口減少や首都圏への過度の集中は、地方の労働力不足を招き、地域経済への影

響が懸念されます。今後、若者、女性、高齢者等、誰もが働きやすい環境の整備が求められています。 

 

 

 

① 企業が積極的に取り組む事業活動への支援と雇用の創出 

② 創業の増加と事業承継の円滑化 

③ 若年層の県外流出の抑制と UI ターン就職の促進。誰もが安心して働ける雇用環境の整備 

 

 

（仮データ） 

 

     

商⼯業に関する政策       

基幹産業の振興による産業基盤の強化や創業の促進を図り、地域経済を活性
化します。 

 また、UI ターン就職の促進や就労機会の創出を図るとともに、仕事と家庭が両⽴
できる雇⽤環境づくりを推進します。 
 

 

 

① 地域の商工業を振興する 

・研究開発から販路開拓まで、企業の様々な事業活動を支援するとともに、本市産業への波及効果

が見込まれる新事業の創出を促進します。 

・基幹産業の発展や新規雇用の創出に寄与する企業立地を推進します。 

   ・各種団体と連携し、地域に根差した商業・サービス業の発展に努めます。 

② 創業の促進と事業承継の円滑化を支援する 

・若者や女性をはじめとした多様な創業を支援します。 

・中小企業が持つ貴重な技術やノウハウを次代に引き継ぐため、事業継承の支援体制を充実しま

す。 

③ 福井で働くことを応援する 

・本市の魅力や市内企業の情報発信を強化するとともに、県やハローワークをはじめとした関係機関

との連携を強化し、ＵＩターン就職や地元就職を促進します。 

・学生や社会人が、希望する職場で安定的に働ける就労機会を創出します。 

・ワークライフバランスの推進に取り組む企業を支援し、誰もが安心して働けるよう雇用環境の充実を 

図ります。 
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基本⽬標 3 みんなが活き活きと働くまち 

 

現 状 施 策 

課 題 

政策 10  
 

 観光資源を磨き上げ、 
 おもてなしの⼼があふれる観光のまちをつくる 
 

 

観光に関する政策 
 

観光資源をさらに磨き上げ、市⺠が福井に誇りと愛着を持っておもてなしする観光
のまちづくりを推進します。 
 また、外国⼈観光客の受⼊れや周辺地域と連携した広域観光を推進し、滞在、
体験、交流型観光などにより、さらなる観光誘客に取り組みます。 
 

 

 

 

国では、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、インバウンド（訪日外国人旅行）を強

化するなど、観光誘客に関する様々な政策を推進しています。 

 また県では、舞鶴若狭自動車道の全線開通や、北陸新幹線金沢開業など、新たな高速交通ネットワーク

の整備による交流人口の拡大と、福井国体を見据えた観光戦略を行っているところですが、本市において

も、今後、新幹線福井開業を見据えた観光誘客の取組みを強化していかなければなりません。 

 これまでも「一乗谷」「まちなか」「越前海岸」を観光拠点の柱に、歴史、食、自然、地域の特色ある観光資

源を磨き上げてきましたが、国内外に誇れるオンリーワンの観光地に育てるには、周辺地域と連携して広域

観光を進めるとともに、外国人の立場に立った受入環境を整備するなどインバウンド観光への対応が求めら

れています。 

さらには、本市を訪れた人を温かく迎える「おもてなしの心の醸成」に取り組むなど、市民総ぐるみで観光

のまちづくりを進めることが重要です。 

 

 

 

① 観光客のニーズが多様化する中、地域資源を活用した体験型、交流型観光の取組みと観光拠点の

整備 

② 観光誘客に効果的な情報発信の強化と、広域観光やインバウンド観光の取組み 

③ 市民一人ひとりの、観光客に対するおもてなしの心の醸成と、郷土に誇りと愛着心を持った観光を担う

人材の育成 

（仮データ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                               

 

 

① 観光資源を磨き上げる 

・「一乗谷朝倉氏遺跡」は、別格の観光地として情報発信をさらに強化するとともに、日本一の戦国

城下町のフィールドミュージアムを目指し、ソフト、ハードの両面からの取組みを進めます。 

・「まちなか」では、養浩館庭園やグリフィス記念館など歴史的な観光資源のさらなる活用を図るとと

もに、風格あるまちづくりと連携した周遊性向上に取り組みます。 

・「越前海岸」の風光明媚な自然の魅力をさらに体感できる環境整備に取り組み、魅力向上を図りま

す。 

・福井の歴史・文化・産業等の魅力を活かした体験型の観光誘客を推進します。 

・新たな観光資源の掘り起こしや、既存の観光施設の改修を進めるとともに、観光地の交通アクセス

の充実に取り組みます。 

② 観光を通してイメージアップを推進する 

・福井市宣伝隊長朝倉ゆめまるの活動をはじめ、出向宣伝や様々なツールを利用した情報発信を

通じ、本市の知名度やイメージの向上を図ります。 

・将来のリピーターに繋がる教育旅行・学生合宿の受入れや、MICE※の誘致を積極的に進め、新た

な観光需要を掘り起こします。 

・周辺自治体との広域連携による観光ネットワークを形成することで、広域観光とインバウンド観光の

強化を図り、滞在・交流型観光を促進します。 

 

※MICE とは、研修会や学会、展示会等多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントの総称。 

③ おもてなしの充実をはかる 

・市民が本市の魅力を知り、誇りと愛着を持ちながら観光客を「つるつるいっぱいのおもてなし」の心で

温かく迎える「観光おもてなし市民運動」を推進します。 

・地域住民が企画・実施する「まち歩き」等の観光まちづくりの取組を支援するとともに、観光を担う人

材を育成し、市民と行政が一体となっておもてなしする観光のまちづくりを推進します。 

 

％ 

※調査方法により必ずしも 100％にはならない 

■ 本市観光客入込数（主要観光地別）の推移 ■ 個人・団体国内宿泊旅行者の割合の推移 
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